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R39a 氷吸収プロファイルの解析で探るULIRGにおけるdark cloudの物理状態と分布
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京大学, ISAS/JAXA）, 山岸光義（ISAS/JAXA）

Ultraluminous Infrared Galaxy (ULIRG; LIR > 1012L⊙)はダストに覆われた銀河である。内部では爆発的星
形成が行われているが、星形成母体の銀河中での分布や物理状態は良く分かっていない。銀河系での星形成母体
は dark cloudと呼ばれる減光の大きな (AV

>
∼

3 mag)領域である。そこで我々は dark cloudで選択的に観測され
る指標である、H2O iceの吸収 (波長 3.0 µm)に着目した。この吸収プロファイルは、iceの空間分布や温度等に
影響される。従って吸収プロファイルの解析によって、dark cloudにおけるこれらの情報を獲得できる。
我々は「あかり」の観測を用いて、ULIRG 9天体についてH2O ice吸収の観測プロファイルを取得し、これを

実験室で得られている実験プロファイルと比較した。実験プロファイルでは、高温のH2O iceほど吸収ピークは
鋭くなり、ピーク波長は長波長側にシフトする。種々の温度での実験プロファイルと観測プロファイルでこれら
の特徴を比較すると、観測プロファイルでは温度 ∼ 10Kの H2O ice吸収が支配的であった。この結果は銀河系
の dark cloudでの観測と類似する。しかし一方で、波長∼ 2.8µmでは実験プロファイルからの系統的な吸収超
過が見られた。この超過はH2O iceの温度変化では説明できない。そこで、吸収超過の原因の説明として、H2O
iceを生成する dark cloudが、光源を不完全に覆っているような空間分布モデルを立てた。このような状況下で
は実際の光学的厚みは見かけ上の光学的厚みより大きくなるため、波長 2.8µmでの見かけ上の吸収超過が説明さ
れうる。具体的には、H2O iceの光学的厚み τH2O ice = 2 – 4の dark cloudが、光源前景の 20% – 50%の領域を
覆っているとした場合に観測結果が再現された。


